
令和３年度 岡山県道路メンテナンス会議 

【次第】 

＊挨拶 

＊議事 

１．社会資本整備審議会の開催状 １ 

２．令和３年度の取組状況と令和４年度の取組予定（研修、講習会等） 

資料 2  Ｐ ８７ 

４．その他 （情報提供含み） 

資料 4-01 Ｐ　９６ 

資料 4-02  Ｐ　９９ 

資料 4-03 　 Ｐ１００    

 資料 4-04 　Ｐ１０１

１)ＶＲを活用した橋梁点検・診断講習

２)橋梁管理実務者講習会（修繕）

３)建設技術フォーラム開催結果

４)道路メンテナンスセンター（他地整）の取組

５)初めてのインフラメンテナンス講座

６)牛若～第二章～

資料 4-05  Ｐ１０３

資料 4-06 　 Ｐ１０４ 

資料 1  

３．新技術の情報提供（非破壊検査技術の活用） 

資料 3  Ｐ ９２ 

日時：令和４年３月２３日（水）
　　　１４：００～１５：３０
場所：Web会議
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【機密性２】令和３年度 研修・講習会等の実施状況

・岡山県主催

資料2

研修・講習会名 対象者
参加
人数

開催日

1 点検支援技術勉強会
国・地方自治体
コンサルタント

６９人
Ｒ３． ９．２７ 会場：倉敷
Ｒ３．１０． １ 会場：岡山

■研修・講習会の実施状況

・メンテナンス会議主催

研修・講習会名 対象者
参加
人数

開催日

1 橋梁保全に関する講習会
自治体職員
建設コンサルタント及び土木建設会社

－ ｺﾛﾅ禍により中止

2
道路構造物の点検と対策（基礎）講
座

自治体職員 － ｺﾛﾅ禍により中止

3 岡山県橋梁保全実践講座 自治体職員 ４４人

Ｒ３．８．６ 会場：美作市
Ｒ３．１０．２７ 会場：岡山市
Ｒ３．１０．２８ 会場：津山市
Ｒ３．１１．１ 会場：赤磐市

4 道路メンテナンスミーティング 自治体職員 － ｺﾛﾅ禍により中止
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【機密性２】

• 点検方法の効率化を図る目的で、新技術活用による点検支援技術の勉強会を開催。
• 勉強会は、岡山、倉敷の２会場で実施し、技術者自身が点検技術向上を図るとともに、支

援技術がどんな技術をどのように利用できて、精度がどれくらいかなどを確認するととも
に質疑等で意見交換を行った。

（岡山会場で使用した技術）

（倉敷会場で使用した技術）

令和３年度 点検支援技術勉強会の状況

主な意見、要望
• 点検支援技術の知識を身につけるよい

機会となった。
• トンネル点検なども開催してほしい。
• 点検支援技術は今後より多くの自治体

等で活用していくべきで、情報提供を
積極的に行うべきである。

• 規模が小さい施設及び第三者被害防止
が必要な施設が多く、点検支援技術の
メリットを感じていない。

倉敷会場 ９月２７日 船穂高架橋
ドローン技術、赤外線技術の活用 ２３名人参加

岡山会場 ８月２４日 津島高架橋
ドローン技術、赤外線技術の活用 ４６名人参加

ドローン技術
赤外線技術

ドローン技術
赤外線技術
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【機密性２】令和３年度職員の技術力向上に関する取組状況

開催日：R3. 8.6 会場：美作市【参加者：市町村5人】
：R3.10.27 会場：岡山市【参加者：県3人、市町村12人】
：R3.10.28 会場：津山市【参加者：市町村13人】
：R3.11.1 会場：赤磐市【参加者：市町村11人】

○目的

自治体職員を対象に、小規模な橋梁を中心に、直営点検の実施に資する現場実習を核とした実践的な講座を開催し、技術力向上を図るもの。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で実際の施設を見ながら点検のポイント等について研修を行う。
→直営点検の実施及び点検業者に対し監督する立場となる自治体職員の技術力向上に寄与

○実習内容

○実施日・参加者

・現地での点検作業から点検後のシステム入力作業まで実務の流れを経験することができた。
・初めて橋梁点検を行ったが、説明は分かりやすく理解しながら進めることができた。
・今まで独学であった岡山県橋梁管理システムの操作方法がきちんと理解することができた。

○受講者からの意見・感想

■岡山県橋梁保全実践講座
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【機密性２】令和４年度 道路メンテナンス会議等主催の研修等

■研修・講習会の実施計画

●定期点検要領の見直しに伴う、勉強会、講習会等

■研修・講習会の情報提供

●中国地方整備局主催の講習会、研修等の情報提供を行う。

講習会名 対象者 研修期間 研修⽬的

1点検⽀援技術勉強会（仮） 道路管理者担当職員 令和４年度
点検⽀援技術による点検の実施状況の視察や従来技術の違いなどの説明により、
点検⽀援技術の知識の習得とともに情報の共有化を図る。
（※）点検⽀援技術の内容によっては、中⽌とする場合があります。

2トンネル点検勉強会（仮） 道路管理者担当職員 令和４年度 トンネル橋梁の現場を利⽤して、点検作業の実習を⾏い。基礎的な知識を習得するもの
である。

3橋梁点検等実務者勉強会（仮）
道路管理者担当職員
（主に若⼿技術者） 令和４年度 ⼩規模橋梁の現場を利⽤して、点検作業や調書作成の実習を⾏うとともに基礎的な知識

を習得するものである。
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【機密性２】令和４年度 道路メンテナンス会議等主催の研修等（岡山県）

■研修・講習会の実施計画

研修名 対象者 参加人数 研修期間 研修目的 カリキュラムの概要

1
橋梁保全に関
する講習会

自治体職員、建設コ
ンサルタント及び土木
建設会社

50人
(予定）

Ｒ4.7月頃

２日

橋梁を対象に点検や予防保全
のための知識を習得する。

・点検のポイント、点検記録の方法、
マニュアルの解説

・現地にて、点検マニュアルに沿っ
た損傷区分を判定し、点検結果を
持ち寄り、グループワークを実施

2
道路構造物の
点検と対策（基
礎）講座

自治体職員
40人
（予定）

R4.6月頃

１日

道路構造物を対象に点検や予
防保全のための知識を習得す
る。

・座学による道路構造物（トンネル
や大型カルバートなどの道路附属
物）の点検業務に関する講習

3
岡山県橋梁保
全実践講座

自治体職員
30人
(予定)

R4.10月頃

３日

小規模な橋梁を中心に、直営点
検の実施に資する現場実習を
核とした実践的な講座を開催す
ることにより技術力の向上を図
る。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で
実際の施設を見ながら点検のポイ
ント等について研修を行う

4
道路メンテナン
スミーティング

自治体職員
40人
(予定)

R5.2月頃

１日

橋梁等の道路施設のメンテナン
スを行っていく中で、苦慮してい
る事案等について、県・各市町
村の担当職員が意見を出し合
いながら方向性等の検討を行う
ことにより道路メンテナンスに関
する技術力の向上を図る。

・事前に市町村から提出された相談
事項及び県提案事項について、意
見交換や県からの情報提供を行う
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■自治体向け 「ＶＲ橋梁点検講習会」 受講者募集 ! ! 中国道路メンテナンスセンター

クオリティの高い３ＤＣＧ、リアルなＶＲを体験してみませんか？

 対象︓地⽅⾃治体職員（県･市町村）
 ⽇時︓令和４年５⽉〜８⽉頃
 時間︓概ね２時間半程度
 場所︓各県県庁会議室（調整中）
※感染対策のため、各回１０名以下を基本

※⾃治体向け「ＶＲ橋梁点検講習会」をより充実した内容にする為、
事前に直轄事務所若⼿職員を対象とした「技術⼒向上キャラバン」
を開催、カリキュラム改善に取り組んだ。【次ページ参照】

橋梁点検の技術力向上を

目指す自治体職員

 令和４年度から自治体職員向け「ＶＲ橋梁点検講習会」を開催します。

 地方自治体が主に管理する小規模橋梁 （ＲＣ床板橋、Ｈ形鋼橋） をモデルとしたカリキュラム。

 従来に比べ移動時間がなく、短時間で２橋種の多様な損傷を効率的に学習できる。

 最新のＶＲ機器を使い、初心者にも分かりやすく安全に学べる。

ＶＲを活用する目的 実施概要（予定）
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『直轄職員を対象とした技術力向上キャラバン 』

○直轄職員の技術力向上のため、若手職員等を対象に『技術力向上キャラバン』を開催

○参加者の意見を参考に改良を行い、地方自治体へ展開予定

開催概要

 安全に橋梁点検を体験できて良かった
 ＶＲツールの出来は想像以上だった
 診断所⾒の書き⽅が分かって良かった
 損傷の進⾏を再現できるとよい
 VRの操作は慣れが必要と思われる

参加者の
感想・意⾒

～ＶＲ橋梁点検講習会～

※感染防⽌対策から１０名以下

場所 日時 参加人数

広島会場① 三次河川国道事務所 令和３年７月２９日（木） ９名

山口会場 山口河川国道事務所 令和３年１０月１３日（水） １０名

広島会場② 広島国道事務所 令和３年１０月１４日（木） ６名

山陰会場 倉吉河川国道事務所 令和３年１０月２５日（月） ６名

岡山会場 岡山国道事務所 令和３年１０月２６日（火） ６名

広島会場①

⼭⼝会場広島会場②

⼭陰会場 岡⼭会場ＶＲ映像

マスコミ報道

８⽉30⽇（⾦）

中国新聞（25⾯）

８⽉29⽇（⽊）

広島テレビ

(テレビ派)

中国道路メンテナンスセンター

ＶＲ実習の様⼦
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２回／年
研修期間：５⽇間
全国統⼀カリキュラム

橋梁管理実務者Ⅰ研修

中国道路メンテナンスセンター【参考】 研修・講習会の充実・強化

難易度

所要時間

ゼロ
バージョン

点検講習会
（ＶＲ）

橋梁管理
実務者Ⅰ研修

・受講者のレベル・ニーズに応じた研修及び講習会を開催（橋梁点検・診断）
・オンデマンド⽅式による講習会を開催（令和２年度橋梁修繕に関する講習会）

点検講習会（ＶＲ）

ゼロバージョン（初⼼者向け橋梁点検講習）

随時開催：当⾯、各県毎に開催（県庁会議室）＊調整中
研修期間：２時間半程度
※内容は参加者に合わせ対応可能

随時開催（講義動画による⾃主学習可）
研修期間：半⽇程度
点検初⼼者を対象

オンデマンド⽅式による講習会（WEB講座)
コロナ禍で講習会への参加機会減
テレワーク時間の活⽤、リモート環境の普及
⇒オンデマンド⽅式による講習会の需要あり
Ｒ3.11〜Ｒ4.5

令和４年度〜【新規】

※オンデマンド⽅式
（WEB講座）

やってみよう橋梁点検（WEB講座)

※やってみよう橋梁点検（WEB講座）

随時開催（講義動画による⾃主学習可）
研修期間：半⽇程度
点検初⼼者を対象
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メンテナンス
会議

申込
者数

団体名

鳥取県 79 3 / 19
鳥取県、鳥取市、湯梨浜町、
江府町、建設技術センター

島根県 20 5 / 19
出雲市、江津市、益田市、
美郷町、邑南町、NEXCO

岡山県 43 5 / 27
岡山県、倉敷市、津山市、
総社市、吉備中央町、美咲町

広島県 59 6 / 23

広島市、尾道市、三原市、
三次市、呉市、福山市
広島県道路公社、土木協会、
NEXCO、本四高速

山口県 30 4 / 19
山口県、宇部市、下松市、
光市、長門市、
建設技術センター

合計 231 23 / 107

申込
自治体数

橋梁管理実務者講習会（WEB講座）のご案内 中国道路メンテナンスセンター

・橋梁修繕に関する講習会「橋梁管理実務者講習会」をWEB(オンデマンド)で開催中
・開催期間を５⽉末までとしていますので、異動等に伴い新たに担当される⽅もご活⽤ください。
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建設技術フォーラム2021 in ちゅうごく

○R3年11月18日・19日に『建設技術フォーラム2021inちゅうごく』がオンラインで開催

○インフラメンテナンスの重要性について基調講演とパネルディスカッションを実施

○フォーラム公式サイト、中国地方整備局YouTubeチャンネルで視聴可能

コーディネーター・パネリスト紹介及び主な意⾒基調講演・パネルディスカッション

コーディネーター【⼤学】

パネリスト【地⽅⾃治体】

パネリスト【⺠間】 パネリスト【国⼟交通省】

パネリスト【⺠間団体】

パネリスト【地⽅⾃治体】11⽉18⽇に、中国地⽅整備局災害対策室より⽣配信

※公式サイトはR4年３⽉３１⽇まで

新技術採⽤にあたり，その妥当
性や根拠整理に多⼤な労⼒を
要している状況。
市⺠サービスへの影響を勘案し，
地元の合意が得られる集約化・
撤去⽅法の提案をどのようにして
いくかが課題

市⺠(団体)の⽴場でインフラメン
テナンスで困っていることは何か︖
知られていない がためにインフラメ
ンテナンスそのものがニーズになって
いないことが本質的な問題。先ずは、
インフラとそのメンテナンスの重要性
を知ってもらうことが必要

近年の傾向として、点検において
新技術の導⼊が加速
３次元データ等を活⽤した新技
術の開発や導⼊促進、これらを活
⽤する⼈材育成に取り組んでいる。

基調講演 パネルディスカッション

フォーラム公式サイト

全国の修繕措置の進捗状況を
鑑みると、これまでの予算⽔準では、
予防保全への移⾏に約20年かか
る。今後も新技術の活⽤促進によ
り、費⽤削減や作業環境等の改善
を図る必要がある。点検⽀援技術
性能カタログ（案）も活⽤頂きたい。

地⽅⾃治体が管理するインフラ
⻑寿命化は、
「⽇々の⽣活の中でインフラを⾃分
のものと思い，きれいに掃除し⼤切
に使うこと」が重要。

パネルディスカッションに先⽴ち、
基調講演にてご講演。
インフラメンテナンスに必要なのは、
『ヒト』新たな思考ができるリーダー
『モノ』ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、新技術
『カネ』⻑期の財政シュミュレーション

中国道路メンテナンスセンター

中国地⽅整備局YouTube

https://www.ctfc2021.com/lecture/

https://www.youtube.com/channel/
UCyAgz_mvpdEa-5Om69nOZog
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道路メンテナンスセンター（他地整）の取組 中国道路メンテナンスセンター

・国⼟交通省では、関東、中部、近畿、中国の４地⽅整備局に道路メンテナンスセンターを設置し、
道路メンテナンスに関する課題、地⽅⾃治体への⽀援等に取り組んでいます。

・地域にかかわらず役に⽴つ情報を発信していますのでご活⽤ください。※詳細は各ＭＣのＨＰ参照

https://www.ktr.mlit.go.jp/rd_mainte/

中国MC
SNS ⇒

☆中国ＭＣからもリツイートしています

○Twitterでコラム等を発信
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道路メンテナンスセンター（他地整）の取組 中国道路メンテナンスセンター

https://www.cbr.mlit.go.jp/chubumc/

○メールマガジンで最新情報を発信
https://www.kkr.mlit.go.jp/rd_mainte/

○ホームページに新技術活⽤事例を掲載

メールマガジン登録ページ
https://www.cbr.mlit.go.jp/chubumc/transmission/merumaga/index.html
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牛若～第二章～ 中国道路メンテナンスセンター

・橋梁保全に関わる企業や⼤学で構成するウシワカ製作委員会が制作した番組
・第⼆章が令和４年２⽉から放送予定
・第⼀章は令和３年４〜６⽉にＣＢＣテレビで放送（ＨＰで視聴可能）

ウシワカ製作委員会ＨＰ
https://ushiwaka-japan.com/
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